ながら 踊る ので ある。 

「月 I そわ 力ら 水,」 

手 をつな いで 輪 を 作り、 面白さう に、 この 文句 を 繰 

返す。 

「月 I そわ 力ら 水,」 

或る 晚 のこと、 佝僂の 仕立屋 が、 仕事の 帰り路に、 

此の 歌 を 聞きつ けて、 踊りの 仲間入り を させて もらつ 

た。 然し、 歌の 文句が、 あんまり 単調な ので 閉口した。 

それで、 

「月曜、 火曜、 それから 水曜 …… 」 と 来たと きに、 

「それから 木曜」 と 続けて 見た。 



「とてもい けね え」 もう 一人が 云った。 

「こいつ は 駄目 だ」 みんなが 声 を 揃へ て 云った。 

「罰 をく はせ ろ」 誰か y 云った。 

「どうして やらう」 親玉が 諮った。 

「仕 立 屋の瘤 をつ けて やれ」 一 同が 一 斉に 叫んだ。 

織物 屋は 二つ 瘤 を 背負って、 すごすご 家に 帰った。 

彼 は 悲嘆の あまり、 年の 暮に 死んで しまった。 

カルナックの 海岸に、 「牛のお 化け」 が 出る こと は 誰 

でも 知って ゐる。 カルナックの もの は みんな 知って ゐ 

る。 此のお 化けの 名 は コォレ • ポル • ェン • ドル ゥと 



いふので ある。 

このお 化け は 決して 人に 危害 を 加へ ない。 た、 V 手に 

おへない 悪戯者で ある。 殊に 漁師 はさん ざん 弄り もの 

にされ るので ある。 

よく、 牛の 姿 をして、 浜 を 走り ま はって ゐ るの を 見 

る ことがある。 どえらい 声で 唸る。 真夜中な ど、 あま 

り 気味の ぃゝ もので はない。 

ある 日、 一人の 農夫が、 飼 牛が 見え なくなつ たので、 

日が 暮れる まで 探し ま はった 揚句、 やう やく 見つけて、 

牛小屋まで 連れて来 ると、 それが 急に 人間の 姿に 変つ 

て、 大声で 笑 ひながら、 手を叩いて 逃げて 行った。 



嵐の 前に は、 きっと、 岸の 上で 悲し さうな 声が 聞え 

る。 

夜中に、 村ぢ うに 聞え る やうな 声で、 怒鳴る ものが 

ある。 

「や あい、 みんな 来い、 昆布が 山 ほど 浜に ある ぞ」 

漁師 や 農夫た ち は、 熊手 や 車 を 用意して、 大急ぎで 

出かけて 行く。 行って 見る と、 なんにもない。 

コォレ • ポル. ェン. ドル ゥは 手を叩いて 笑 ふので 

ある。 そして 海の 中へ もぐって しま ふ。 

度々、 魚に 化けて 漁師の 網に かゝ る。 家へ 帰って、 



いざ 料理 をしょう とい ふ 段になる と、 人間の 姿に 変つ 

て、 笑 ひながら 逃げて 行く。 

此の 附近の 漁村に は、 大抵、 かう いふ 怪物が 一人 I 

I 一 匹づ、 棲んで ゐる。 

中には、 「顔 は 花の 如く、 声 は 雲雀の 如き」 美人の 姿 

に 化けて、 川の 岸に 蹲り、 旅人が 橋 を 探して ゐ ると、 

「あたしが おぶ つ て 渡して あげます」 

と 優しい 眼 付 をして 見せる。 

「済まない な あ、 ねえさん」 など、、 好い気に なって 



背中に 跨らう ものなら、 川の 中へ どぶり。 

この 「ねえさん」 名 を バオ トル • ペン • エル • ロォ 

と 呼ぶ。 

カルナックから ケ ルゴ レックに 通ず る 国道 は、 今で 

も 変な ことがある。 「森の 泉」 と 称する 小川の 附近に は、 

バオ トル. フエ タン. ゴェ とい ふ 化物が ゐて、 或は 人 

の 姿、 或は 猫の 姿、 或は 馬の 姿、 時に よると 火の玉に 

なって 現 はれる。 

或る 晚、 一人の 農夫が 通り かゝ ると、 へんな 男が 後 

からつ いて 来る 気配が する。 さう かと 思 ふと、 今度 は、 
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